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平成２０年度夢づくり協働推進事業の実施状況 １１ 

事 業 名 

晴れ晴れ子育て応援事業 

事業の概要 

支援者育成やつながりづくりを行いたい地域にＮＰＯと県民局が出向き、市町と連携し 

ながら、子育て支援を行う、または行いたいと考える個人や団体等と共に実行委員会を立 

ち上げ、子育て支援に関するワークと併せ、親子ふれあいイベント実施などの一つの目的 
に向かって、参加者同士で意見交換や学び合いを行い、共に汗をかくことによって相互理 

解や関係を深め、地域ニーズに沿った子育て支援事業の創出と、事業終了後にも続く支援 
者同士のつながりづくりを行った。 

協働の主体、役割分担 

協働の主体 役割分担 

NPO 法人保育サポート 「あい･あい」 高梁（あい・あい） 、矢掛（子ども劇場）地域 
NPO 法人子ども劇場笠岡センター における事業の受託実施、実行委員会が行う事 

業の企画・立案のサポート 

・子育て支援に関するワーク実施 
・実行委員会が行う地域に必要な子育て支援 

事業企画・立案のサポート 

実行委員会構成員 

ファミリーサポートセンター、たか 実行委員会構成員（高梁） 

はしレクリエーション協会、高梁保 ・子育て支援に関する知識習得、学び合い 
育子育て支援センター、おはなした ・実行委員会構成員（町外ＮＰＯ、高梁市、 

まてばこ、川上子育てサポーター、 県民局含む）相互の情報交換、つながりづ 

高梁市子供会連合会、高梁の福祉を くり 
考える会、主任児童委員、親子クラ ・つながりづくりの一環として地域に必要な 

ブ、地域の子育てボランティア 子育て支援事業企画・実施 

親子ｸﾗﾌﾞ、子育てｻｰｸﾙ  tomato クラ 実行委員会構成員（矢掛） 

ブ、絵本の会「ゆめ」 、読み語りｻｰ ・子育て支援に関する知識習得、学び合い 
ｸﾙ「ｺﾛﾎﾞｯｸﾙ」 、人形劇ｻｰｸﾙ「じゃ ・実行委員会構成員（町外ＮＰＯ、矢掛町、 

んけん・ぽん」 、主任児童委員、備 県民局含む）相互の情報交換、つながりづ 

中西商工会矢掛支所婦人部、矢掛高 くり 
校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部、矢掛町子育て支援ｾﾝﾀ ・つながりづくりの一環として地域に必要な 

ｰ、ＮＰＯ法人ゆめ２１やかげ、Ｎ 子育て支援事業企画・実施 

ＰＯ法人倉敷子育てﾈｯﾄﾜｰｸたんぽぽ 
ﾌｧﾐﾘｰ 

高梁市、矢掛町 事業実施、広報等の協力 

県民局（健康福祉部） 実行委員会構成員
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実 施 状 況 

１ 晴れ晴れ子育て応援事業高梁地域実行委員会 

平成２０年８月１９日の第１回目の実行委員会開催を含め計５回の実行委員会を開 

催し、子育て支援に関する知識等習得、つながりづくりの一環として、子育てブック、 

マップの作成、子育て応援ふれあいひろば「たかはし親子であそぼう！」を実施した。 
また、第６回目の実行委員会を１１月２８日に開催し、この事業を振り返った。 

（１）実行委員会 
①子育て支援にあたっての基礎知識に関する学び 

・アサーティブトレーニング（傾聴と自己表現ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 

・障がい理解 
・遊びの伝承 

・ヒヤリ・ハットの事例研究 

②実施プログラムへの取り組み アサーティブレーニング 

・地域の子育てをとりまく課題の抽出 

・課題解決のためのプログラム検討 

・所属団体等にこだわらないチーム編成 
・手作りおもちゃ製作 

・子育て応援ブック・マップ製作 

遊びの伝承 

マップづくり おもちゃづくり たかはし子育て応援マップ 

（２） 「たかはし親子であそぼう！」 
①日時：平成２０年１１月２２日(土) １０：００～１２：３０ 

②場所：高梁市勤労青少年ホーム 
③内容：マップ展示、ブック配布、手作りボウリング、新聞紙プール、手作りもぐら 

たたき、玉入れ、お絵描き、ぬりえ、親子体操等 

④参集人数：約１１０人 (スタッフ含む。) 

《実行委員感想抜粋》 

「最初は事業趣旨がよく分からなかったが、回を重ねていくごとに少しずつ理解できた」 

「出会えた方々と、これからもつながりを深めていきたい」「マップやブックを自分たちの 
手で育てていきたい」等
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２ 晴れ晴れ子育て応援事業矢掛地域実行委員会 

平成２０年８月２２日の第１回目の実行委員会開催を含め計５回の実行委員会を開 

催し、子育て支援に関する知識等習得、つながりづくりの一環として、 「晴れ晴れ子 

育て応援事業ｉｎ矢掛 みんなあつまろうキッズひろば」を実施した。 
また、第６回目の実行委員会を１２月１８日に開催し、この事業を振り返った。 

（１）実行委員会 
①地域子育て支援の理解とつながりをもった子育て支援の効果への学び 

・子どもをとりまく現状「今の子育て・昔の子育て」 
・子育てＮＰＯ活動の事例紹介 

・コミュニケーションワーク 

・地域ぐるみの子育て支援の意義（グループワーク） 
・相互理解と価値観の共有（グループワーク） 

・子育て支援のポイント 

②実施プログラムへの取組 

・地域の子育てをとりまく課題の抽出 
・課題解決のためのプログラム検討 

・自分たちの「やりたいこと」に関する意見交換 

・それぞれの得意分野を活かしたプログラムの企画 

（２） 「晴れ晴れ子育て応援事業 ＩＮ 矢掛 みんなあつまろうキッズひろば」 

①日時：平成２０年１２月７日(日) １０：００～１３：００ 
②場所：矢掛町農村環境改善センター 

③内容：段ボールトンネル、ボールプール、ハンドマッサージ、おもちゃ遊び 

じゃんけん列車、読み語り、読み聞かせ、ママカフェ、もちつき 等 
④参集人数：約６００人 (スタッフ含む。) 

《実行委員感想抜粋》 

「子育て支援について話し合いを重ねることにより様々な思いを知り、理解し、ひとつに 
まとまれた」「思いを共有し、後につながるつながりができた」「自分でもできることがある 

ということが分かった」「お母さんたちの力に驚いた。これからは一緒に力を合わせていけ 

ると感じた」 等
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成果・効果 

１ 支援者育成・資質向上、つながりづくりを目的に、子育て支援の現状や支援のノウハ 
ウなどに関するワークを実施し、その一環として、子育て応援ブック、マップ作成、親 

子ふれあいイベント開催など、子育て支援事業を企画、実施した。 

ワークや子育て支援事業企画実施などを通じて、参加者同士（ＮＰＯ、市町、県民局 
含む）時には衝突しながら議論し、共に汗をかくことにより、相互理解を深めあうこと 

ができた。また、各実行委員会の取組にＮＰＯが相互参加することにより、実績あるＮ 
ＰＯ同士の交流を行うことができた。 

２ 参加者には、 「自分でもできることがある。ということが分かった。」、 「何かをすれ 
ば、意見を言えば思いが現実になることを知った。地域の方の存在の大きさを知り感謝 

している。」、 「親も支援者になれるんだと分かった。」、 「町民性から協力・連携は難し 

いことだと思われていましたが、実行委員会として一つにまとまったと思います。皆さ 
んと知り合え、つながりができました。」 「新しい感覚を教えていただきました。 」など 

多くの気づきがあり、地域全体で子育てに取り組む気運も高まった。 

３ この事業で作り上げたつながりやブック、マップ、親子交流イベントなどを地域で育 

てていくことが期待され、新たな子育て支援の拠点づくりなどへもつながっていく可能 
性もあるのではないかと考えている。 

４ 子育て支援に関するワークと実際の地域子育て支援の取組をセットとして実施するこ 
とで、参加者相互が理解し合い、つながりが深まり、そのつながりを活かして地域ニー 

ズに沿った子育て支援事業を創出するという事業の手法が、新しい気づきや地域ぐるみ 

の子育て支援において有効であることを検証することができた。


